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警察署協議会議事概要報告書 
 

 
協議会名 令和８年度 第２回 恵那警察署協議会 

開催日時 令和８年９月８日  火曜日 午前９時00分から午後２時00分まで 

開催場所 岐阜県恵那警察署 ・岐阜県警察学校 

出 席 者 

１ 警察署協議会委員 ６名 

２ 警察署員     ５名 

 議事概要 

１ 警察に対する意見・要望 

(1) 防犯アプリに配信される情報について 

防犯アプリにおいて発信する情報の種類については、次に掲げる情報を発信

するものと規定されています。 

ア  子供・女性に対する犯罪の前兆と思われる声かけ、つきまとい事案等及び

その防止対策に関する情報 

イ 特殊詐欺や悪質商法の多発、連続発生する同一手口の盗難事件等、被害の

拡大が予想される事犯の注意喚起に関する情報 

ウ  刑法犯等の発生、検挙及びその防止対策に関する情報 

エ  連続発生のおそれのある重要凶悪事件等の注意喚起に関する情報 

オ  地域における自主防犯活動の活用が期待できる情報 

カ  交通安全に関する情報 

キ  災害に関する情報 

ク  広報及びイベントの開催情報 

ケ 高齢者等の行方不明者情報 

コ その他県民に知らせるべき情報 

すべての事件の発生、検挙についてお知らせするものではなく、市民への情

報提供による事件捜査への影響、被害者等への影響等を総合的に判断して発信

しています。 

  

 (2) 生活道路の法定速度が３０km/hとなった背景について 

   一般道路は、標識による速度指定がなければ原則６０ｋｍ／ｈとなっていたた

め、生活道路（センターラインがない・道幅が狭い・歩道がない等）であっても、



標識がなければ法律上は６０ｋｍ／ｈとなっていました。 

 これまでゾーン３０などの速度規制を行っていましたが、時速３０キロを超え

ると歩行者の致死率が上昇するなど、歩行者等の安全を確保ため、生活道路を規

制することとなりました。 

 

 (3) 岩村町本町交差点からの一方通行規制区間への逆走車両対策について。 

   公安委員会が設置する道路標識を増設することによる効果は薄いと考えます。 

   取締り、市又は観光協会が設置する案内板等、関係機関と調整し、対策を

考えます。 

 

２ 岐阜県警察学校視察 

  施設視察 

  授業視察 

 

  

 


